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１．研究計画の概要 

本研究は、国際語としての英語の intelligibility

（音声理解度）及び comprehensibility（内容理

解度）に影響を及ぼす要因を多角的に分析する

ことを目標としている。具体的には、日本人が

多様な母語話者及び非母語話者の英語を正しく

理解するための言語的・心理的要件、また逆に

日本人の英語を多様な言語の聞き手に正しく理

解してもらうための要件について整理し、提言

するために実証研究を行うものである。次の 3

点が課題として挙げられる。 

(1) 英語変種の音声理解及び内容理解を阻害す

る、または促進する要因を言語学的見地か

ら解明する。 

(2) 英語変種の音声理解及び内容理解を阻害す

る、または促進する要因を言語態度研究の

見地から解明する。 

(3) 英語変種の提示方法と①音声理解・内容理

解、②言語態度の相関関係について調査す

る。結果を元に効果的な教材提示のあり方

を提案する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 課題(1)に関わる研究 

①日本人大学生の英語を収録し、英語を母語と

するアメリカ人大学生、第二言語として使用す

るフィリピン人大学生、外国語として学ぶ韓国

人及び日本人大学生（各国約40名）に聞かせ、

ディクテーション・タスクを課したところ、4

グループに共通して音声理解を最も損ねたのは

読み手側の単語の置き換えであった。一方で、

アメリカ人被験者の一部は文脈から欠損情報を

補うことができた。英語力に優れた聞き手ほど

トップダウンによるリスニング・ストラテジー

に優れていると考えられる。また、

suprasegmental 面での逸脱は、segmental 面

での逸脱に較べて、被験者の理解度を損なう傾

向が全グループにおいて見られた。 

 

②日本人学習者が英語を話す際に使いがちなカ

タカナ英語的発音、及び和製英語の語彙を含む

英文をフィリピン人大学生グループ（英語を第

二言語として使用する人々）と英語母語話者グ

ループ（アメリカ人、イギリス人、カナダ人）

を聞いてもらい、カタカナ英語発音については

音声理解度を、和製英語ついては意味・内容の

理解度を調べたところ、聞き取りにくい単語、

意味が把握しにくい語彙は両被験者グループに

共通であるという傾向が見られた。 

 

(2) 課題(2)(3)に関わる研究 

約130名の日本人大学生に対して、英語を母語

とするアメリカ人、及び広東語を母語とするホ

ンコン中国人によって吹き込まれた英語を、話

者のオリジナルスピード、及び速度を操作した

調整スピードで聞かせ、主観的内容理解度、訛

り、流暢さ、好みについて評価させた。主観的

理解度と流暢さに対する評価は、調整スピード

の影響を受けるものの、好みには変化が見られ

なかった。また、アメリカ英語では主観的理解
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度が、ホンコン英語では主観的理解度と訛りに

対する評価が、好みに影響を与えやすいという

傾向が見られた。 

 

(3) 課題(3)に関わる研究 

23年度に実施予定である。 

 

３．現在までの達成度 
 ② おおむね順調に進展している。 
  （理由） 

上記研究計画の概要に挙げた 3つの課題につ
いて年度ごとに具体的目標を立てて取り組み、
それぞれの成果を国際学会や紀要等に発表して
いる。3つ目の課題である英語変種の提示方法、
音声理解・内容理解の相関関係については、現
在、研究に着手したところである。 

 
４．今後の研究の推進方策 

研究期間の最終年度である 23年度は、世界の
多様な英語変種を学習現場に導入する際には何
が重要かを明らかにすべく、発話速度と理解度
の関係に焦点を当てることにした。米国ケント
州立大学のサラ・リリング准教授の協力のもと、
南アフリカ、ガーナ、スリランカ、インド、ケ
ニヤなど、英語を第二言語として使用する人々
の音声英語、かつ日本人学習者にはあまりなじ
みのない音声英語を収録し、発話速度をデジタ
ル的に操作、速度の異なる音声刺激を日本人学
習者に与え、速度が理解度にどのように影響す
るかを調べる予定である。成果は、WE2011など
の学会大会にて発表予定である。 
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